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次号 (No.51)から紙名が「月刊トマ應い典」にかわります！

●タイコンロガ元乗組員の証言

●海の上に弾薬庫！？一呉から

●アメリカ西海岸の旅

太
平
洋
に
軍
縮
の
新
時
代
を
！

ヤ
ル
タ
か
ら
マ
ル
タ
へ

タイコンデロガ号事件に関する

全国非核自治体アンケート調査
● 1月中旬にアンケートを送り、 2月中に集約、 3月末発表のスケジュールで動

き始めました。●郵送や集約のためどうしても仕1iil11:1位）出米る人が必` 投です。
どなたかやってみようという人はいませんか？ ●お住まいのll治体に凹答を促す

ことなど、誠名のみなさんのこ協））を給ります。ご述絡ください。●カンパもよ

ろしく＇

l、文アフjミー一ーク.0_) rりdf9iiiをぷlこ--4―な、 ！ 4モl」ll血」ーカ

●維持会員（月 1ii]会"lr)

r・lliAl  l」 20001リ
他］人 1Ll 10001-Y 

●参加会い（月l:¥J会1t)

L̀lli* l ll 1 00()lリ
個人 l l_1 b00円

0迪信会U
年1tlll l 
2000円

あなたも仲間に！ （会枕は本誌購誠料を含みます）



(3) 月刊反トマホーク通信

一
九
六
五
年
十
二
月
五
日
、
空
母
タ
イ
コ
ン
デ
ロ

ガ
で
起
こ
っ
た
水
爆
水
没
事
故
を
目
撃
し
た
元
乗
組

員
ウ
イ
リ
ア
ム
・
レ
ー
ン
氏
が
十
一
月
末
来
日
、
東

京
・
札
幌
・
横
浜
で
各
地
弁
護
士
会
の
主
催
す
る
集

会
に
出
席
、
事
故
の
模
様
を
生
々
し
く
証
言
し
た
。

こ
の
う
ち
十
二
月
一
日
横
浜
で
開
か
れ
た
集
会
は

「
非
核
三
原
則
と
情
報
公
開
」
と
題
さ
れ
、
会
場
は
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l 
模型を指してホ故の状況を細かく再現したウイリ

アム・レーンさん（イ瀾） ＝磁詞削沿心念会負l•C.’

約
五
0

0
人
の
市
民
で
埋
ま
っ
た
。

レ
ー
ン
氏
は
一
九
四
五
年
生
ま
れ
。
六
四
年
か
ら

四
年
半
海
軍
に
従
軍
、
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
に
は
六
五

年
九
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
一
等
水
兵
と
し
て
乗
艦

し
て
い
た
。
現
在
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
電
話
会
社

に
勤
務
し
て
い
る
。

事
故
は
十
二
月
五
日
核
爆
弾
搭
載
訓
練
中
に
起
こ

っ
た
。
「
核
弾
薬
庫
か
ら
核
爆
弾
を
運
び
上
げ
、
ハ

ン
ガ
ー
・
デ
ッ
キ
（
格
納
甲
板
）
で
攻
撃
機
に
取
り

付
け
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
飛
行
甲
板
に
上
げ
て
発
進

体
制
を
と
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
訓
練
だ
っ
た
。
私

は
、
事
故
が
起
き
た
第
ニ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
約
三

十
メ
ー
ト
ル
の
所
に
立
っ
て
、
核
爆
弾
の
カ
ー
ト

（
運
搬
車
）
を
見
張
る
任
務
に
付
い
て
い
た
」
。
レ

ー
ン
氏
は
ス
テ
ー
ジ
に
置
か
れ
た
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ

模
型
を
示
し
な
が
ら
証
言
し
た
。

「
A
4
E
攻
撃
磯
に
核
爆
弾
の
装
着
を
終
え
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ウ
エ
プ
ス
タ
ー
中
尉
が
乗

り
込
ん
で
第
ニ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
押
し
て
行
っ
た
瞬

間
に
船
が
大
き
く
傾
き
、

A
4
機
が
ず
る
ず
る
と
滑

水
爆
が
沈
ん
で
い
く
の
を
見
た

私
は

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
元
乗
組
員
の
証
言
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閻戦認紺

く変わろう

変わろうと

だから、

としてい
しない
る担界

日本

私たちは…

十
二
月
三
日
、
米
ソ
首
脳
は
地
中
海
マ
ル
タ
で
、

冷
戦
の
時
代
が
終
り
、
新
た
な
時
代
に
入
っ
た
こ
と

を
宣
言
し
た
。
さ
ら
に
欧
州
通
常
戦
力
交
渉
(
C
F

E

)

と
戦
略
兵
器
削
減
条
約

(
S
T
A
R
T
)
の
二

つ
の
軍
縮
交
渉
を
来
年
中
に
合
意
す
る
こ
と
な
ど
が

確
認
さ
れ
た
。

戦
後
四
十
五
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
そ
し
て
世
界

を
支
配
し
て
い
た
、
憎
悪
と
猜
疑
心
と
恐
怖
の
シ
ス

テ
ム
が
、
今
音
を
た
て
て
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
民
た
ち
に
「
や
っ
た
ね
。
お
め

で
と
う
」
と
言
い
た
い
。
も
う
ど
う
に
も
な
ら
な
い

財
政
危
機
な
ど
、
二
大
国
そ
れ
ぞ
れ
に
「
動
椴
」
は

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
八
十
年
代
初
め
、

I
N

F

（
中
距
離
核
戦
力
）
の
配
備
に
反
対
し
て
街
頭
を

埋
め
尽
く
し
た
平
和
運
動
の
嵐
、
そ
し
て
今
年
東
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
噴
き
出
し
た

民
主
化
の
闘
い
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
の
「
転

椴
」
は
こ
ん
な
に
早
く
、
割
的
に
訪
れ
は
し
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
「
草
の
根
」
こ
そ
が
時
代
を
切
り
開
い

た
の
だ
。

人
類
が
生
き
続
け
る
た
め
に
、
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
地
球
を
二
十
一
世
紀
に
バ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
す
る

具
体
的
な
努
力
を
実
を
む
す
ば
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
が
や
っ
て
き
た
。
も
う
、
最
新
兵
器
で
兵
器
庫
を

一
杯
に
す
る
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。

•• 
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今
度
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
番
だ
。
私
た
ち
の
出

番
だ
。
巡
航
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
海
洋
核
は
「
マ
ル
タ
」

で
も
会
談
の
テ
ー
プ
ル
に
は
乗
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

中
南
米
で
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
解
放
と
自
立
を
求
め
る

人
々
は
今
日
も
傷
付
き
、
倒
れ
て
い
る
。
大
国
に
よ

る
自
然
破
壊
と
飢
餓
が
第
三
世
界
の
人
々
の
生
存
を

根
底
か
ら
脅
か
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
問
題
は
「
日
本
」
だ
。

米
ソ
が
軍
事
費
の
大
幅
削
液
に
踏
み
切
っ
た
今
も
、

「
ソ
連
の
脅
威
」
に
し
が
み
つ
い
て
軍
拡
を
止
め
よ

う
と
し
な
い
日
本
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
米
国
の
軍

事
負
担
を
肩
代
わ
り
し
て
冷
戦
の
「
最
後
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
の
軍
縮
の
た
め
に
最
大
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
プ
を
発

揮
す
る
べ
き
は
ず
な
の
に
、
し
よ
う
と
も
せ
ず
、
ま

た
ま
た
ト
マ
ホ
ー
ク
の
既
港
提
供
だ
…
。

世
界
の
人
々
は
尋
ね
る
だ
ろ
う
。
「
日
本
（
人
）

は
一
体
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
。
こ
の
問
い
か
け

に
耳
を
か
さ
ず
、
有
り
余
る
「
物
」
に
囲
ま
れ
て
の

う
の
う
と
そ
の
日
を
暮
ら
す
ば
か
り
な
ら
、
そ
れ
は

人
類
に
対
す
る
裏
切
り
で
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。

「
マ
ル
タ
」
を
つ
く
り
出
し
た
の
が
、
草
の
根
の

民
衆
パ
ワ
ー
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
く
、
日
本
を
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
を
変
え
る
の
は
私
た
ち
の
行
動
だ
。

風
は
追
い
風
。
帆
を
一
杯
に
広
げ
て
、
新
し
い
時

代
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
船
出
し
よ
う
！
九
十

年
代
を
二
十
一
世
紀
へ
の
希
望
を
育
む
時
代
に
し
よ

（
田
巻
一
彦
・
絹
集
部
）

り
だ
し
た
。
皆
は
『
プ
レ
ー
キ
を
路
め
！
』
と
叫
び
、

機
体
に
し
が
み
つ
い
た
り
し
て
止
め
よ
う
と
し
た
が

だ
め
だ
っ
た
。
ウ
エ
プ
ス
タ
ー
中
尉
は
小
柄
で
プ
レ

ー
キ
に
足
が
と
ど
か
な
か
っ
た
。
電
源
が
入
っ
て
い

な
い
た
め
座
席
の
位
置
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
ず
、

必
死
に
脱
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
転

落
し
て
し
ま
っ
た
。

A
4
機
は
す
ぐ
に
水
没
し
た
が
、

核
爆
弾
は
し
ば
ら
く
波
間
に
浮
か
ん
で
い
た
。
爆
発

す
る
の
で
は
、
と
生
き
た
心
地
も
し
な
か
っ
た
が
、

こ
の
白
煙
は
バ
ッ
テ
リ
ー
が
海
水
と
反
応
し
た
た
め

だ
っ
た
。

艦
長
は
電
話
で
飛
行
中
隊
長
に
核
爆
発
の
可
能
性

を
間
い
て
き
た
。
中
隊
長
が
兵
器
担
当
士
官
に
間
＜

と
『
ノ
ー
』
と
手
を
振
っ
て
答
え
た
」
。
＇

レ
ー
ン
氏
は
水
没
し
た
爆
弾
が
核
爆
弾
で
あ
る
と

確
信
す
る
理
由
と
し
て
、
訓
練
中
爆
弾
が
海
兵
隊
員

に
よ
る
厳
し
い
監
視
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
あ

げ
た
。
通
常
爆
弾
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
い
う
。

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
に
は
「
少
な
く
と
も
三
十
か
ら
五

十
発
の
核
爆
弾
が
積
ま
れ
て
い
た
と
思
う
」
と
も
証

言
し
た
。

事
故
後
横
須
賀
に
直
行
し
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

レ
ー
ン
氏
は
上
陸
後
東
京
に
観
光
に
出
か
け
、
絵
葉

書
を
か
っ
た
。
艦
内
便
で
母
親
に
あ
て
て
出
し
た
そ

の
絵
葉
書
に
は
「
六
五
年
十
二
月
十
六
日
タ
イ
コ
ン

デ
ロ
ガ
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
日

付
は
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
が
横
須
賀
を
発
っ
て
ベ
ト
ナ

（
七
ペ
ー
ジ
中
段
へ
）

、つ
1
・
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画
も
一
切
知
ら
さ
れ
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

自
己
決
定
権
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
生
活
、

生
存
権
に
か
か
わ
る
こ
と
で
も
、
軍
事
機
密
の
一
言

で
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
現
実
。
こ
れ
を
訴
え
た
か
っ

た
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
安
保
の
差
別
条
約
と
し
て
の

本
質
を
住
民
と
し
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
く
具
体
的

な
過
程
と
な
り
得
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の

年
末
、
ま
だ
ま
だ
海
上
保
管
を
止
め
る
た
め
に
奔
走

せ
ね
ば
な
ら
な
い
な
い
よ
う
よ
う
だ
。

（
湯
浅
一
郎
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
呉

市
民
の
会
）

］ 

メ
モ

●
米
軍
が
当
初
弾
薬
仮
保
管
を
計
画
し
て
い
た
海
域

は
呉
港
の
中
で
最
も
交
通
量
が
多
く
、
一
日
約
百
十

隻
の
フ
ェ
リ
ー
や
高
速
艇
が
航
行
す
る
航
路
か
ら
約

五
百
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
あ
り
、
イ
ワ
シ
や
カ
レ
イ

の
好
漁
場
で
も
あ
る
。

●
十
月
二
十
六
日
の
「
中
国
新
聞
」
は
、
た
ん
に
一

時
的
な
仮
保
管
で
は
な
く
、
輸
送
船
入
港
の
都
度
ほ

ぼ
恒
久
的
に
使
用
す
る
計
画
で
あ
る
と
も
報
じ
た
。

●
秋
月
弾
薬
庫
は
米
陸
軍
第
八
三
兵
器
大
隊
が
駐
留
、

あ
ら
ゆ
る
種
顛
の
通
常
弾
薬
を
九
万
ト
ン
以
上
貯
蔵

可
能
な
太
平
洋
地
域
で
最
大
の
施
設
。
空
軍
用
弾
薬

も
約
七
百
ト
ン
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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在日米軍川上弾薬庫

弾薬海上保管
で揺れる呉

十
一
月
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
核
疑
惑
艦
デ
ュ
プ
レ

ッ
ク
ス
が
入
港
し
た
鹿
児
島
港
に
、
同
艦
以
外
に
も

四
隻
の
核
疑
惑
艦
が
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
「
今
、

鹿
児
島
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
会
（
毛
利
淳
二

世
話
人
）
」
の
訓
査
で
わ
か
っ
た
。
四
艦
は
二
月
七

日
入
港
し
た
米
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ウ
ー
レ
ッ
ト
、
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
、
カ
ー
ツ
と
十
一
月
十
五
日
に
入
港
し
た

同
じ
く
米
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ロ
バ
ー
ト
•
E

・
ペ
ア
リ

ー
で
あ
る
。
県
国
際
交
流
課
や
港
湾
課
な
ど
に
問
い

合
わ
せ
て
わ
か
っ
た
も
の
で
、
「
ジ
ェ
ー
ン
海
軍
年

鑑
」
に
よ
れ
ば
い
ず
れ
も
核
・
非
核
両
用
可
能
な
対

潜
兵
器
[
ア
ス
ロ
ッ
ク
」
を
積
ん
で
い
た
疑
い
が
強

い
。
同
会
で
は
ま
た
八
四
年
に
二
隻
、
八
六
年
一
隻
、

八
七
年
―
一
隻
の
核
疑
惑
艦
の
入
港
を
つ
か
ん
だ
。
調

査
結
果
は
十
二
月
八
日
「
鹿
児
島
県
窓
法
を
守
る
会
」

主
催
の
集
会
の
席
上
で
発
表
さ
れ
、
地
元
紙
に
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

●
鹿
児
島
今
年
核
疑
惑
艦
五
隻
が
入
港

◆
短
信
冬
は
地
か
ら

こ
の
秋
、
呉
は
米
軍
秋
月
弾
薬
庵
の
弾
薬
を
海
の

上
で
仮
保
管
す
る
と
い
う
計
画
で
揺
れ
続
け
て
い
る
。

こ
の
計
画
が
明
る
み
に
出
た
の
は
十
月
二
十
一
日
の

「
中
国
新
聞
」
の
報
道
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
八
月
末
、

秋
月
弾
薬
渾
か
ら
呉
海
上
保
安
本
部
に
対
し
、
非
公

式
に
「
来
年
一
月
弾
薬
輸
送
船
が
入
り
、
ド
ッ
ク
入

り
す
る
た
め
、
呉
湾
の
真
ん
中
で
弾
薬
を
し
ば
ら
く

保
管
し
た
い
が
、
船
舶
の
航
行
上
い
か
が
な
も
の
か
」

と
打
診
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
私
た
ち
は
い
ち
早
く
二
十

四
日
、
海
上
保
安
部
、
呉
市
、
秋
月
弾
薬
庫
と
計
画

の
白
紙
撤
回
を
求
め
て
、
一
日
に
三
ヶ
所
を
精
力
的

に
回
っ
た
。
秋
月
で
は
日
本
人
の
誓
備
兵
が
「
文
書

も
受
け
取
れ
な
い
」
と
頑
な
で
、
ゲ
ー
ト
の
中
の
詰

め
所
で
押
し
問
答
。
ご
う
を
煮
や
し
て
一
人
が
本
館

の
入
り
口
ま
で
走
り
、
緊
張
の
一
瞬
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
県
平
和
委
員
会
、
原
水
禁
。
そ
し
て
県

漁
連
や
関
係
漁
協
が
、
県
な
ど
に
相
次
い
で
反
対
の

申
し
入
れ
。
私
た
ち
も
執
拗
に
申
し
入
れ
を
繰
り
返

し
た
。
こ
の
間
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
い
つ
に
な
く
派
手

で
、
全
国
版
に
も
何
回
か
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
十
一
月
二
十
二
日
、
県
と
呉
市
は
や
っ
と
重
い

腰
を
上
げ
、
外
務
省
に
対
し
実
状
調
査
と
善
処
を
求

め
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
公
明
党
も
反
対
の
姿
勢
を
打

ち
出
し
、
県
議
な
ど
で
構
成
す
る
対
策
委
員
会
を
設

置
し
て
い
る
。

ピ
ー
ス
リ
ン
ク
で
は
自
分
た
ち
だ
け
の
運
動
に
な

鼻
貪
•

超
党
派
の
各
界
の
著
名
人
が
呼
び
か
け
人
に
名
を

連
ね
、
十
二
月
八
日
請
願
署
名
運
動
が
始
ま
っ
た
。

核
兵
器
の
製
造
、
貯
蔵
、
海
域
を
含
め
た
持
ち
込
み
、

の
他
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
関
連
す
る
一
切
の
設
備

の
設
置
、
学
術
・
医
療
用
を
除
く
核
物
質
の
搬
入
・

通
過
を
禁
止
す
る
内
容
（
次
号
で
詳
報
）
。

．
 

「
非
核
東
菰
態
曇
―
[
」
百
万
人

ス
タ
ー
ト

●
舞
鶴市
議
会
篇
ヘ
リ
基
地
の

建
設
容
認
を
決
議

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
十
一
月
末
署
名
運
動
を

始
め
、
ま
ず
二
十
六
日
に
は
呉
市
中
通
り
で
、
十
五

人
が
出
て
街
頭
署
名
を
開
始
。
二
時
間
弱
で
三
0
八

人
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。
市
民
の
反
応
は
い
つ
も
と

く
ら
べ
数
段
よ
く
、
参
加
者
は
皆
、
運
動
の
手
応
え

を
実
感
し
た
。
こ
れ
は
相
当
集
ま
る
ぞ
。
そ
ん
な
実

感
と
自
信
を
持
っ
て
十
二
月
を
頑
張
ろ
う
と
い
っ
て

い
る
と
こ
ろ
へ
、
な
に
や
ら
朗
報
が
と
ど
い
た
。

十
二
月
四
日
、
代
表
三
人
で
外
務
省
、
米
国
大
使

館
へ
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
両
者
か
ら

期
せ
ず
し
て
「
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
同
じ
回
答
が
返
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
う
い
わ
れ
て
も
簡
単
に
信
じ
る
こ
と
は

で
き
ず
、
様
子
を
見
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

六
日
に
な
っ
て
県
知
事
、
呉
市
長
な
ど
が
外
務
省
を

訪
れ
、
有
賀
北
米
局
長
か
ら
「
計
画
は
な
い
と
き
て

い
る
」
と
間
か
さ
れ
て
ほ
ぼ
潰
れ
た
と
い
う
雰
囲
気

が
広
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
も
ぬ
か
喜
び
で
、
十
二
月
十
二

日
の
「
中
国
新
聞
」
が
「
今
度
は
基
地
の
提
供
水
域

の
中
で
行
う
」
の
で
は
な
い
か
と
報
道
を
し
て
、
再

び
火
が
付
い
て
し
ま
っ
た
。
折
し
も
議
会
の
開
会
中

で
、
社
共
公
な
ど
が
し
つ
こ
く
質
問
し
て
お
り
、
私

た
ち
も
十
五
日
か
ら
の
申
し
入
れ
を
精
力
的
に
行
っ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

事
態
は
ま
だ
進
行
中
で
予
断
を
許
さ
な
い
が
、
こ

の
運
動
で
訴
え
た
い
こ
と
は
基
地
周
辺
住
民
に
は
計

舞
鶴
市
議
会
は
十
一
月
二
十
一
日
の
魏
時
本
会
議

で
、
海
上
自
衛
隊
の
対
潜
ヘ
リ
基
地
建
設
問
題
で
同

議
会
が
一
九
六
六
年
に
行
っ
て
い
た
反
対
決
議
の
見

直
し
を
図
る
決
議
案
を
賛
成
多
数
で
決
議
、
建
設
計

画
を
容
認
し
た
。
防
衛
庁
の
計
画
で
は
、
同
基
地
は

一
九
九
三
年
度
に
完
成
し
、
現
在
佐
世
保
に
い
る
ヘ

リ
搭
載
護
衛
艦
「
は
る
な
」
が
舞
鶴
に
移
る
。
市
民

は
「
現
在
の
議
員
は
ヘ
リ
基
地
建
設
に
つ
い
て
市
民

の
洗
礼
を
受
け
て
い
な
い
」
と
強
く
反
発
し
て
い
る
。

ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
安
保
破
棄
十
一
・
ニ
七
京
都
集
会
」

は
抗
話
文
を
市
長
ら
に
あ
て
送
っ
た
．
V
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ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の
旅

「
ア
メ
リ
カ
の
湖
」

一
碁
地
は
か
ら
っ
ば
だ
よ
。
」

九
月
十
日
に
、
プ
レ
マ
ー
ト
ン
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）

に
あ
る
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸
第
二
の
海
軍
碁
地
ピ
ュ

ー
ジ
ェ
ッ
ト
湾
海
軍
造
船
所

(
P
S
N
S
)
を
訪
れ

た
と
き
、
案
内
し
て
く
れ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
・
メ
コ
ニ

ス
さ
ん
（
「
世
界
安
全
保
障
研
究
所
」
所
長
）
は
思

わ
ず
そ
う
言
っ
た
。
原
子
力
空
母
ニ
ミ
ッ
ツ
が
長
期

修
理
の
た
め
に
ド
ッ
ク
入
り
し
て
い
た
。
し
か
し
、

彼
に
よ
れ
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
べ
き
他
の
ほ
と
ん

ど
の
船
の
姿
は
な
か
っ
た
。

史
上
空
前
の
規
模
の
多
国
間
軍
事
演
習
「
太
平
洋

演
習

(
P
A
C
E
X
)
」
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。九
月
二
十
一
日
、
サ
ン
ジ
ェ
ゴ
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
）
を
訪
れ
た
と
き
も
、
同
じ
よ
う
な
説
明
が
あ

っ
た
。
西
海
岸
最
大
の
こ
の
海
軍
基
地
に
は
、
私
が

見
る
限
り
、
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
数
の
軍
艦
が
浮
か

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
サ
ン
ジ
ェ
ゴ
平
和
資
料
セ
ン

フ
ェ
リ
ー
で
プ
レ
マ
ー
ト
ン
に
着
い
た
時
の
第
一

印
象
は
、
さ
び
れ
つ
つ
あ
る
工
業
港
と
い
う
印
象
で

あ
っ
た
。
海
軍
の
み
が
産
業
で
あ
る
プ
レ
マ
ー
ト
ン

は
、
こ
の
瞬
間
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
難
の
影
響
を
直

に
受
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
日
曜
日
で
労
働
者
が

居
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
が
一
層
強
く
感
じ
ら

れ
た
。し
か
し
、
四
隻
の
退
役
し
た
空
母
が
並
ん
で
い
る

光
景
を
見
た
と
き
、
言
い
よ
う
の
な
い
全
く
ち
が
っ

た
感
情
に
と
ら
わ
れ
た
。
エ
セ
ッ
ク
ス
級
の
空
母
と

言
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
四
万
ト
ン
か
ら
五
万
ト
ン
級

の
巨
艦
で
あ
る
。
そ
れ
が
灰
色
の
巨
体
を
並
べ
て
い

る
。
一
隻
だ
け
で
も
、
空
母
を
至
近
距
離
で
み
た
と

き
の
威
圧
感
は
強
烈
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
隻
並
ん
で

い
る
「
空
母
の
墓
場
」
の
光
景
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍

の
ス
ケ
ー
ル
と
そ
の
全
体
像
を
坊
彿
と
さ
せ
る
に
充

分
で
あ
っ
た
。
退
役
し
て
い
る
と
は
言
え
、
そ
れ
ら

は
す
ぐ
に
も
使
え
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
た
。
お

な
じ
エ
セ
ッ
ク
ス
級
で
あ
っ
た
空
母
タ
イ
コ
ン
デ
ロ

ガ
が
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
咄
嵯
に
考
え
た
。

C
・
メ

コ
ニ
ス
は
持
っ
て
き
た
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
を
調
べ
て
、

「
も
う
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
。

p
s
N
S
は
大
き
い
。
原
子
力
艦
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
、
潜
水
艦
の
修
理
基
地
と
し
て
ア
メ
リ
カ

海
軍
有
数
の
施
設
で
あ
る
。
世
界
最
大
の
原
子
力
空

母
ニ
ミ
ッ
ツ
の
現
在
の
母
港
で
も
あ
る
。
一
九
九
一

年
に
は
開
設
百
周
年
を
迎
え
る
。
ト
マ
ホ
ー
ク
を
装

タ
ー
の
キ
ャ
ロ
ル
・
ジ
ャ
ー
ン
コ
ウ
さ
ん
は
、
「
こ

ん
な
も
の
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
。
た
し
か
に
、
こ

こ
を
母
港
に
し
て
い
る
三
隻
の
空
母
の
う
ち
二
隻
は

出
払
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
随
伴
す
る
多
く
の
主
要

艦
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

私
が
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
基
地
を
訪
れ
た
数
日
前
に
は
、

戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
二
隻

の
巨
艦
が
、
前
後
し
て
出
港
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
ア
ラ
メ
ダ
海
軍
航
空
基
地

で
は
、
そ
こ
を
母
港
と
す
る
空
紐
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
が
修
理
中
で
あ
る
の
を
目
撃
し
た
が
、
数
日
後
に

は
出
港
し
た
。

そ
の
後
一
ヶ
月
の
間
に
、
私
が
西
海
岸
で
見
た
り
、

一
足
ち
が
い
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら

ほ
と
ん
ど
の
軍
艦
が
日
本
周
辺
に
姿
を
見
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
私
は
、

P
A
C
E
X
大
演
習
の
真

只
中
に
、
太
平
洋
の
両
岸
で
米
軍
の
活
動
を
目
撃
す

る
と
言
う
稀
な
経
験
を
も
つ
結
果
と
な
っ
た
。
太
平

（
三
ペ
ー
ジ
か
ら
）

ム
海
域
に
再
び
向
か
っ
た
日
で
あ
る
。

「
目
の
前
で
一
人
の
人
間
が
死
ん
だ
。
彼
の
氏
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
真
実
を
語
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
た
」
と
レ
ー
ン
氏
は
語
っ
た
。

日
本
政
府
は
依
然
と
し
て
シ
ラ
を
切
り
続
け
て
い

る
。
十
一
月
九
日
の
参
議
院
外
交
委
員
会
で
の
社
会

党
矢
田
部
理
議
員
の
追
及
に
対
し
て
、
外
務
省
は
米

国
に
ど
の
様
な
形
で
「
照
会
」
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
さ
え
、
「
外
交
上
の
理
由
」
を
タ
テ
に
公
表
を

拒
否
し
た
。
な
ん
と
い
う
民
主
主
義
の
無
視
、
主
権

者
に
対
す
る
愚
弄
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
加
え
て
、
「
事
前
協
議
」
を
め
ぐ
る
も
う

―
つ
の
ウ
ソ
も
暴
き
出
さ
れ
た
。
横
須
賀
を
出
港
し

た
十
二
月
十
六
日
の
航
海
日
誌
に
は
「
ベ
ト
ナ
ム

共
和
国
海
岸
沖
の
特
殊
作
戦
海
域
に
向
か
っ
て
出
港

中
」
と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。
日
米
安
保
条
約

に
よ
っ
て
「
日
本
防
衛
以
外
の
作
戦
行
動
に
よ
る
日

本
の
基
地
の
使
用
」
は
事
前
協
議
の
対
象
と
さ
れ
て

日
本
か
ら
直
接

作
戦
行
動
に

(

I

I

)

 

事前協謡」もう
ひとつのがJ

●
訂
正

シ
ア
ト
ル
周
辺

洋
は
文
字
通
り
「
ア
メ
リ
カ
の
湖
（
ア
メ
リ
カ
ン
・

レ
イ
ク
）
」
で
あ
り
、
日
本
は
そ
の
湖
の
中
に
あ
っ

た
。
こ
れ
ほ
ど
太
平
洋
が
狭
く
、
騒
々
し
く
感
じ
ら

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

I
（
十
月
号
）
で
書
い
た
よ
う
に
、
シ
ア
ト
ル
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
サ
ン
ジ
ェ
ゴ
を
拠
点
に
二
十

に
及
ぶ
基
地
を
見
た
。
費
や
し
た
時
間
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
運
動
家
も
あ

ま
り
試
み
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
旅
で
あ
っ
た
。
各

地
で
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

会
議
を
終
え
た
翌
日
に
ま
ず
訪
問
し
た
の
が
、
日

本
で
も
何
度
も
名
前
に
接
し
て
い
た
プ
レ
マ
ー
ト
ン

と
そ
こ
に
あ
る
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
湾
海
軍
造
船
所

(
P
S
N
S
)
で
あ
っ
た
。

い
る
の
だ
か
ら
、
「
横
須
賀
出
港
」
も
事
前
協
議
の

対
象
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
十
二
月
四
日
の

参
議
院
外
務
委
員
会
で
の
矢
田
部
議
員
の
こ
の
点
に

に
つ
い
て
の
追
及
に
対
し
て
外
務
省
は
「
（
そ
れ
だ

け
で
は
）
出
港
時
に
す
で
に
戦
闘
作
戦
行
動
に
従
事

し
た
と
は
認
定
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
事
前
協
議
の

対
象
に
は
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
は
た
ん
に
「
核
持
ち
込
み

疑
惑
」
に
と
ど
ま
ら
ず
冷
戦
下
の
日
本
の
戦
後
政
治

と
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

（
田
巻
一
彦
）

前
号
（
第
四
十
九
号
）
に
以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

[
表
紙
]

第
（
空
白
）
回
全
国
会
議
の
報
告
↓
第
十
一
回

-
6
ペ
ー
ジ
一
見
出
し

第
十
二
回
全
国
会
議
↓
第
十
一
回 梅

林
宏
道

に
面
す
る
韮
地
群
｀
ー
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備
し
て
復
役
す
る
た
め
に
工
事
に
入
る
一
九
八
四
年

ま
で
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
は
こ
こ
に
係
留
さ
れ
、
見
学

に
く
る
市
民
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。

C
・
メ
コ
ニ
ス
が
子
供
の
頃
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
家
族
連
れ
で
北
部
の
山
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行

っ
た
。
そ
の
と
き
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
を
見
る
た
め
に

初
め
て
プ
レ
マ
ー
ト
ン
に
来
た
。
少
年
メ
コ
ニ
ス
は

山
に
行
く
の
も
忘
れ
て
、
感
動
し
て
軍
艦
で
時
を
過

ご
し
た
そ
う
で
あ
る
。
二
十
年
後
、
バ
之
コ
ー
（
地

図
参
照
）
で
戦
略
原
潜
基
地
を
建
設
す
る
の
に
反
対

す
る
非
暴
力
直
接
行
動
で
逮
捕
さ
れ
た
た
め
メ
コ
ニ

ス
は
、
プ
レ
マ
ー
ト
ン
に
連
行
さ
れ
た
。
「
こ
こ
を

船
に
乗
せ
ら
れ
て
行
っ
て
、
あ
そ
こ
で
尋
問
さ
れ
た
」

と
指
さ
し
な
が
ら
彼
は
、
一
見
静
か
な
基
地
の
背
後

に
あ
る
ド
ラ
マ
を
語
っ
た
。

シ
ア
ト
ル
か
ら
プ
レ
マ
ー
ト
ン
に
行
っ
た
基
地
見

学
旅
行
は
一
日
が
か
り
の
旅
で
あ
っ
た
。
日
程
か
ら

の
理
由
と
陸
地
か
ら
の
見
学
で
は
ほ
と
ん
ど
何
も
見

え
な
い
と
い
う
理
由
で
、
バ
ン
ゴ
ー
基
地
の
見
学
は

あ
き
ら
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
メ
コ

ニ
ス
は
、
か
れ
の
書
斎
か
ら
美
し
い
カ
ラ
ー
写
真
の

大
版
の
本
を
と
り
出
し
て
、
丁
寧
に
バ
ン
ゴ
ー
の
説

明
を
し
て
く
れ
た
◇

「
沈
黙
の
追
跡
」
（
サ
イ
レ
ン
ト
・
チ
ェ
イ
ス
、

一
九
八
九
年
）
と
題
す
る
そ
の
本
に
は
、
基
地
の
中

心
地
域
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
衛
星
か
ら
見
え
な
い
よ

う
に
ミ
サ
イ
ル
を
原
潜
に
装
置
す
る
た
め
の
「
爆
発

物
取
り
扱
い
埠
頭
」
の
写
真
な
ど
、
興
味
深
い
写
真

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
そ

の
写
真
集
を
一
冊
持
ち
返
っ
た
。

シ
ア
ト
ル
周
辺
で
は
、
他
に
エ
ベ
レ
ッ
ト
、
ウ
ィ

ド
ビ
ー
島
海
軍
航
空
基
地
を
訪
れ
、
そ
こ
で
闘
っ
て

い
る
人
々
と
会
っ
た
。
エ
ベ
レ
ッ
ト
は
空
母
ニ
ミ
ッ

ツ
以
下
十
数
隻
の
新
母
港
に
指
定
さ
れ
た
港
で
あ
っ

た
が
、

N

E

P

A

（
国
家
環
境
政
策
法
）
裁
判
で
半

ば
勝
利
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ド
ビ
ー
島
で
は
、
厚
木
基

地
と
同
じ
よ
う
な
（
人
口
密
度
は
全
く
違
う
が
）
騒

音
に
対
す
る
闘
い
を
や
は
り
N

E

P

A

を
拠
り
所
に

し
て
闘
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
基
地
と

環
境
を
テ
ー
マ
に
す
る
皿
で
紹
介
し
た
い
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周
辺

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
が
重
要
な
軍
事
基
地
で
あ

る
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
母
港
計
画
が
市
民
の
精
力
的

な
反
対
で
つ
い
に
阻
止
さ
れ
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
は
、
す
で
に
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
と
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
、
原
子
力
巡
洋
艦
ア
ー
カ
ン

サ
ス
、
テ
キ
サ
ス
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
以
上
す
べ

て
ア
ラ
メ
ダ
海
軍
航
空
基
地
が
母
港
）
、
二
隻
の
原

子
力
潜
水
艦
（
メ
ア
・
ア
イ
ラ
ン
ド
海
軍
造
船
所
）

な
ど
が
母
港
と
さ
れ
て
い
る
。
太
平
洋
艦
隊
精
鋭
の

卜ンイ
9
‘
 

ヽ‘̀、ズ

言
2

`

]

K

M

 二。

地＆
 

'~ 
隊ー

ノ

地

千
~
ヽ

i
サ汁

基
ン

空

砂

航
）

軍
ー

悔

,‘
 
ン

＿

ぺ

マ
.

―

―

―

―

こ

フ

プ

ミ
心

”

キ

北地

空
母
機
動
部
隊
基
地
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
―
―
日
で
は
な
い
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
で
上
段
が
下
段
に
落
ち

込
ん
で
不
通
と
な
っ
た
、
あ
の
ベ
イ
・
プ
リ
ッ
ジ
の

真
中
に
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
が
あ
る
◇
そ
こ

が
、
私
た
ち
が
第
一
に
訪
れ
た
海
軍
基
地
で
あ
っ
た
。

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
母
港
化
計
画
で
は
、
ハ
ン
タ
ー
ズ

・
ポ
イ
ン
ト
（
地
図
参
照
）
と
セ
ッ
ト
に
し
て
母
港

の
対
象
と
考
え
ら
れ
て
い
た
港
で
あ
る
。

ト
レ
ジ
ャ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
湾
地
域
海
軍
司
令
部
が
あ
り
、
そ
の
事
務
所

の
建
物
の
一
翼
が
海
軍
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
。

博
物
館
に
入
っ
た
が
、
そ
の
正
面
の
天
上
に
近
い

壁
に
描
か
れ
た
壁
画
は
凄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
朝
鮮

戦
争
ー
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ー
中
東
戦
争
が
太
平
洋
艦
隊

の
歴
史
を
称
え
る
訓
子
で
壁
一
杯
に
描
か
れ
て
い
た
。

サ
ン
・
ノ
ゼ
に
住
む
鄭
民
（
チ
ョ
ン
・
ミ
ン
）
と

い
う
在
米
韓
国
人
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
基
地

案
内
役
で
あ
っ
た
。

Y
K
u
（
青
年
韓
国
人
総
連
合
）

の
副
議
長
で
あ
り
、
今
年
七
月
の
朝
鮮
半
島
南
北
平

和
行
進
を
組
織
し
た
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

固
い
意
志
を
持
つ
温
厚
な
物
理
学
者
で
、
今
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
畑
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
全
力
を
朝
鮮

統
一
の
活
動
に
捧
げ
て
い
る
。
そ
の
彼
が
、
壁
画
を

見
な
が
ら
「
ゼ
ア
・
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
プ
（
彼
ら
の

史
観
だ
）
」
と
つ
ぶ
や
い
た
一
言
が
今
も
耳
を
離
れ

な

い

。

（

こ

の

項

つ

づ

く

）

◆

◆
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次号から紙名が変わります。

新紙名は

月刊

＂＇噌ヽ會
中味もさらに充実させるうよう

頑張りますのでよろしくお顧い

します。おたより、投稿、情報

提供いつでも大歓迎です。それ

では皆さま、よいお年を！ （編）

主

ふたたびカンパのお願い

●前号でお願いした、非核自治体アンケート調査のた

めのカンパにさっそくご協力いただきありがとうござ

います。ところが「会計報告」にありますように目標

の50万円にはまだ遠くおよばぬ現状です。約13 o. 
0の自治体を対象とするので1回の郵送だけで10万

円近くがかかってしまいます。なおいっそうのご協力

をお願いいたします。

●振替用紙に「アンケート調査」とご明記下さい。

会計報告
(891029~ 1 2. 1 4) 

［収入］

0前月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

〇今月の収入

会費収入

維持団体
内 維持個人

訳：昇霊
通信会員

カンパ収入

行動収入

資料収入

反核ホットライン収入

アンケート調査収入＊

［支出］

●今月の支出

家貫（12月分）

水道光熱費

電話代

郵送費

文具代

印刷費

行動費

資料経費

反核ホットライン経費

アンケート調査経費

郵便振替等手数料

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

△111,094 

132,906 
△250,000 

308,940 

139,000 

゜62,000 
゜13,500 63,500 
78,150 

930 

25, 160 

4,700 

61,000 

＊

「

全

国

非

核

自

治

体

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査

」

の

カ

ン

パ

収

入

と

経

費

で

す

。
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月
刊
反
ト
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ク
通
信
第
五
十
号

一

九

八

九

年

十

二

月

二

十

日

発

行

（

通

巻

五

十

一

号

）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
＇
・
全
国
運
動

〒
一
五
0

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九

パ
ル
青
山
五
0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

0

0
三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
―
―
一
）
五
一

0
-

F
A
X
0
四
四
（
六
三
）
九
九
0
七

郵
便
振
替
東
京
六
ー
一
三
六
一
四
八

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
絹
集
委
員
会

-
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）

＊
絹
集

＊
定
価

て手

の新

をや

てる
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